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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第99期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 9,709,243 37,298,323

経常利益（千円） 78,660 208,648

四半期（当期）純損益（△は損

失）（千円）
△18,777 377,152

純資産額（千円） 16,791,547 16,844,240

総資産額（千円） 37,805,869 36,709,300

１株当たり純資産額（円） 1,474.02 1,478.68

１株当たり四半期（当期）純損益

（△は損失）（円）
△1.65 33.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ －

自己資本比率（％） 44.1 45.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
155,137 1,591,104

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△325,963 △2,448,763

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
923,291 214,762

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,648,975 2,896,510

従業員数（人） 711 693

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

四半期報告書

 2/19



２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 711 (138)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外からの出向者を含む。）で

あり、臨時雇用者数（人材会社からの派遣社員を除く、常用パート）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員

を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 597 (113)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外からの出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（人材

会社からの派遣社員を除く、常用パート）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

区　　分 金額（千円）

軽包装部門 4,312,581

産業資材部門 2,242,829

機能性材料部門 2,761,928

その他 60,381

合計 9,377,720

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

区　　分 金額（千円）

軽包装部門 15,660

産業資材部門 3,366

機能性材料部門 87,774

その他 94,588

合計 201,390

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

区　　　分 受　 注 　高（千円） 受 注 残 高（千円）

軽包装部門 4,323,041 2,639,404

産業資材部門 2,159,851 458,730

機能性材料部門 2,807,287 661,901

その他 184,870 68,515

合計 9,475,050 3,828,552

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

区　　分 金額（千円）

製品  

軽包装部門 4,394,317

産業資材部門 2,162,634

機能性材料部門 2,866,182

その他 63,043

小計 9,486,179

商品  

軽包装部門 15,960

産業資材部門 3,684

機能性材料部門 87,712

その他 115,707

小計 223,064

合計 9,709,243

　（注）１. 当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。

相手先
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

プラマテルズ株式会社
金額（千円） 割合（％）

1,029,781 11.4

　　　　２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　なお、森下ルセル株式会社及びフジシール株式会社と契約していた「薬液充填バック用包材及び包装袋の取扱い

に関する契約」は、平成20年６月28日をもって期間満了により終了いたしました。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

(1）業績の状況

    当第１四半期連結会計期間（平成20年4月１日～平成20年6月30日）におけるわが国経済は、原油などの原材料高

が消費や設備投資を下押しし、企業収益の伸び悩みや生産の横ばい傾向など景気減速感を強める状況となりまし

た。

    当社グループにおいても原油価格高騰による原材料価格の上昇に歯止めがかからず、経営環境は依然として厳し

い状況が続いております。

    このような環境の下にあって、企業体質の改善、収益構造の安定を図り、コスト競争力、営業競争力、技術競争力を

高め、継続的な利益確保の実現に取り組んでまいりました。

    当第１四半期連結会計期間の部門別連結売上高において、軽包装部門は環境対応製品のエアー緩衝材（エアロテ

クト）の売上増により軽包装部門全体の売上確保に寄与いたしました。産業資材部門は、製品価格への転嫁、生産の

効率化等により堅調に推移しております。機能性材料部門は、液晶パネル部材の需要の変動に翻弄され、期待された

販売数量を確保することができませんでした。

    この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は売上高9,709百万円、経常利益78百万円、当第１四半期純損失△18百

万円となりました。

    なお、各部門別の売上高は下記のとおりです。

   

部門別  売上高  構成比  

軽包装部門  4,410百万円  45.4％  

産業資材部門  2,166百万円  22.3％  

機能性材料部門  2,953百万円  30.4％  

その他  178百万円  1.9％  

合計  9,709百万円  100.0％  

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

752百万円増加し3,648百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は155百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益78百万円、減価償

却費446百万円等により得られた資金が、売上債権の増加額439百万円、たな卸資産の増加額231百万円等の要因によ

り相殺されたものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は325百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出267百万円等

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は923百万円となりました。これは主に長期借入金の借入れによる収入1,200百万円、

長期借入金の返済による支出244百万円等によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(4）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、75百万円であります。

　　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設計画のうち、袋井工場

（静岡県袋井市、機能性材料部門）に新設していた「排ガス処理装置」は完了いたしました。また、前連結会計年度

末に計画した重要な設備の新設計画の変更及び新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画

はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,000,000

計 45,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成20年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,320,000 11,320,000
ジャスダック

証券取引所
－

計 11,320,000 11,320,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～
平成20年６月30日 － 11,320,000 － 2,176,000 － 2,098,559

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 6,700 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,313,100 113,131 ―

単元未満株式 普通株式　　　　 200 ― ―

発行済株式総数 11,320,000 ― ―

総株主の議決権 ― 113,131 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社サンエー化研
東京都中央区

日本橋本町1-7-4
6,700 － 6,700 0.06

計 － 6,700 － 6,700 0.06

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５　月 ６　月

最高（円） 500 451 435

最低（円） 436 418 410

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,648,376 2,895,912

受取手形及び売掛金 13,700,815 13,261,406

有価証券 598 597

商品 9,101 3,410

製品 2,328,159 2,417,059

原材料 857,543 698,699

仕掛品 2,070,596 1,903,444

その他 468,515 609,089

貸倒引当金 △10,984 △10,616

流動資産合計 23,072,722 21,779,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,210,574

※
 4,307,141

機械装置及び運搬具（純額） ※
 4,748,860

※
 4,703,154

土地 1,768,331 1,768,331

建設仮勘定 46,322 355,458

その他（純額） ※
 55,638

※
 58,568

有形固定資産合計 10,829,727 11,192,653

無形固定資産 90,106 95,989

投資その他の資産

投資有価証券 3,083,888 2,914,342

長期貸付金 7,280 10,163

その他 722,148 717,152

貸倒引当金 △3 △4

投資その他の資産合計 3,813,312 3,641,653

固定資産合計 14,733,146 14,930,296

資産合計 37,805,869 36,709,300
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,178,896 8,980,119

短期借入金 4,153,000 4,093,000

未払法人税等 50,398 5,145

賞与引当金 264,066 432,795

役員賞与引当金 － 6,200

その他 2,249,028 2,162,130

流動負債合計 15,895,389 15,679,390

固定負債

社債 300,000 300,000

長期借入金 3,532,700 2,611,250

退職給付引当金 781,092 789,810

役員退職慰労引当金 146,461 195,225

その他 358,678 289,383

固定負債合計 5,118,932 4,185,669

負債合計 21,014,321 19,865,059

純資産の部

株主資本

資本金 2,176,000 2,176,000

資本剰余金 2,135,839 2,135,839

利益剰余金 11,829,165 11,949,761

自己株式 △4,642 △4,642

株主資本合計 16,136,363 16,256,959

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 539,569 471,727

評価・換算差額等合計 539,569 471,727

少数株主持分 115,615 115,553

純資産合計 16,791,547 16,844,240

負債純資産合計 37,805,869 36,709,300
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 9,709,243

売上原価 8,910,720

売上総利益 798,523

販売費及び一般管理費 ※
 772,890

営業利益 25,632

営業外収益

受取利息 1,400

受取配当金 25,831

屑売却代 26,422

その他 34,112

営業外収益合計 87,765

営業外費用

支払利息 33,086

その他 1,651

営業外費用合計 34,738

経常利益 78,660

税金等調整前四半期純利益 78,660

法人税、住民税及び事業税 18,169

法人税等調整額 78,712

法人税等合計 96,881

少数株主利益 555

四半期純損失（△） △18,777
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 78,660

減価償却費 446,643

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,718

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △48,763

受取利息及び受取配当金 △27,231

支払利息 33,086

売上債権の増減額（△は増加） △439,408

たな卸資産の増減額（△は増加） △231,028

仕入債務の増減額（△は減少） 292,152

未払消費税等の増減額（△は減少） 205,132

その他 △119,236

小計 181,288

利息及び配当金の受取額 27,403

利息の支払額 △31,934

法人税等の支払額 △21,619

営業活動によるキャッシュ・フロー 155,137

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △267,219

投資有価証券の取得による支出 △55,752

貸付けによる支出 △1,200

貸付金の回収による収入 4,848

その他 △6,639

投資活動によるキャッシュ・フロー △325,963

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △244,550

配当金の支払額 △86,567

少数株主への配当金の支払額 △800

その他 △4,791

財務活動によるキャッシュ・フロー 923,291

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 752,464

現金及び現金同等物の期首残高 2,896,510

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,648,975
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更
　たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産に
ついては、従来、主として総平均法による
原価法によっておりましたが、当第１四
半期連結会計期間より「棚卸資産の評価
に関する会計基準」（企業会計基準第９
号　平成18年７月５日）が適用されたこ
とに伴い、主として総平均法による原価
法（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法）により
算定しております。
　　これにより、営業利益、経常利益及び税金
等調整前四半期純利益は、それぞれ34,562
千円減少しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

　※　有形固定資産の減価償却累計額は、20,468,975千円であ

ります。

　※　有形固定資産の減価償却累計額は、20,027,890千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 258,414千円

賞与引当金繰入額 45,334千円

退職給付費用 11,713千円

役員退職慰労引当金繰入

額
6,861千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定 3,648,376

有価証券勘定 598

現金及び現金同等物 3,648,975
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式  11,320,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式  6,777株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 101,819 9  平成20年３月31日  平成20年６月27日
利益剰余

金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当社グループの事業は、化成品の製造・販売並びにこれら付随業務の単一事業であります。従いまして開示対象

となるセグメントはありませんので記載は省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）　

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっていないため記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっていないため記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,474.02円 １株当たり純資産額 1,478.68円

２．１株当たり四半期純損益等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損益（△

は損失）
△1.65円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損益（△は損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損益（△は損失）（千円） △18,777

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損益（△は損失）（千

円）
△18,777

期中平均株式数（千株） 11,313

（重要な後発事象）

 自己株式の取得

 平成20年７月30日開催の当社取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．取得の理由　　　

　　　資本効率の向上と経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

２．取得に係る事項  

   (１) 取得対象株式の種類　　　　　当社普通株式  

   (２) 取得する株式の総数　　　　　100,000株（上限とする）       

          　　　　　　　 　　　　　 (発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合　0.9％)   

   (３) 株式の取得価額の総額　　　　　50,000,000円（上限とする）　 

   (４) 自己株式取得の日程　　　　　平成20年７月31日～平成20年９月30日

  (５) 取得の方法                  市場買付

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月４日

株式会社サンエー化研

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　正一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 津田　英嗣　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンエー化

研の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー化研及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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